















































ノー Jレ中に沈殿させ， 7?過し，ベンゼン メタノ-)レで
再沈殿を数回行い， 40'Cで48時間真空乾燥してポリマー
を得Tこ.






















る.また， No 4とNo5からわかるように， AlEt3の添加
量が増すとかえって重合率は低下する傾向にある.した
236 岡本 弘，稲垣慎二，尾之内千夫，清水 勉
表1 PI-AlEt3系によるビニル重合1)
Noモノマー PI AIEtdbL(fJ5r時)間 重(合必率) (mt) (mt) (h 
I MMA 。 。 5 。 15 
2 MMA 0.1 。 5 。
3 MMA 。 0.1 5 。
4 MMA 0.1 0.1 0.5 8.6 
5 MMA 0.1 1.0 5 2.1 
ぷ 10
6 St 0.1 。 25 。
7 St 。 0.2 25 2.21 関
8 St 0.1 0.2 25 7.34 司口
9 AN 0.1 。 28.5 。 制
10 AN 。 0.2 28.5 0.52 

































1 2 3 
反応時間 (hr) 
PI-AlEts共触媒系による MMAの重合








15 30 45 
反応時間 (min)
図2 種々の温度におけるMMAの重合
o : 80'C () : 70'C 


































表 2~乙 MMA を用いた場合の生成ポリマ{の軟化温
度，分子量，立体規則性を示した.
表2 生成ポリマー (PMMA)
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